























Sentinel-2 レベル 2A 画像を使用した．画像は 2019 年 7 月 29 日から 9 月 15 日までの




【分析結果】2019 年の乾田直播水稲圃場および 2020 年のダイズ圃場を対象とした分
析結果について示す．乾田直播水稲の収量推定について，8 月 10 日の GNDVI が収量と
の間に最大の相関を示し，検証した指標の中で最も適していると考えられた．NDVI と
比較すると，8 月 6 日までは同程度だったが，その後は GNDVI の方が強い相関を示し
た．これは，GNDVI の方が繁茂した植生に対して敏感に変動する性質が原因であると考
えられる．生育が進行すると，GNDVI の方が収量推定に有効である可能性が示唆された． 
乾田直播水稲の生育量推定について，全体を通じて NDVI および GNDVI と草丈の間に
中程度の相関が見られた．他の 3 指標は草丈との間に相関は見られず，草丈推定への
適用は NDVI，GNDVI が適していると考えられる．また，SPAD および茎数と植生指標の
相関は観測日によって異なっていた． 
ダイズにおいては，8 月 27 日の GNDVI が収量との間に最大の相関を示し，最も収量
推定に適していると考えられた．NDVI と比較すると，8 月 20 日までは NDVI の方が高
かった相関係数が 8 月 27 日で逆転していることから，乾田直播水稲と同様，生育が進




る収量推定において，検証した 5 指標の中で GNDVI が最も有効であった．GNDVI は，生
育が進行すると他の指標と比較して収量との強い相関を示した． 
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